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日頃より当センターの事業に御理解と御協

力を賜り、厚く御礼を申し上げます。

今年度の研修講座につきましては「“これ

からの社会を生き抜く力”を育む“教師力”

の向上を目指した研修講座」をテーマとして

実施しましたところ、受講者延べ３，５８８

人の参加があり、１月１９日までに、１５７

講座を無事に開講することができました。新

型コロナウイルス感染症対策をしつつも、本

年度は基本的に集合による開催を継続させる

ことができました。教職員の皆様におかれま

しては、学校での業務御多忙な中、積極的に

来所のうえ受講していただき、心から感謝申

し上げます。

また、訪問型研修として実施している「校

内研修等講師派遣事業」につきましては、学

校等への指導主事等の派遣回数１９３回、参

加者数延べ４，１１９人で、今年度から始め

たオンラインによる対応は、１４件でした。

多くの御活用をいただき、嬉しく思います。

さて、先日公表された令和５年度の県予算

の内容は、その１７．１％が教育委員会所管

分であり、そのうち人件費が８３．９％を占

めています。県全体の人件費は２０．３％で

すから、いかに教育は教職員という人財で成

り立っているのかがわかります。青森県では、

人は財（たから）であると捉えて「人財」と

表します。その人財を育成する、その人財が

自らも成長する、当センターはそのような場

所です。校種や教科を超えて協議する機会も

あり、悩みや相談ごとを聞いてくれる指導主

事や受講者の仲間もいます。特に初任者研修

の際には、できるだけ多くの指導主事が寄り

添う体制で臨んでおります。受講者は、普段

とは違う場所で、違う人々に会うことで、自

分と同じ悩みを抱えている人がたくさんいる

ことを知り、自分は一人ではないと確信し、

自分とは違うアイデアに刺激を受けることが

できるのです。ホッとして、リフレッシュし

て、学校へ戻ったとき、その力と愛情は存分

に子どもたちへ向けて注がれたことでしょう。

ところで、年度始めの広報の所長あいさつ

にもありましたように、当センターは開所か

ら２５年が経過しました。平成１０年度に、

青森県教育センター、青森県情報処理教育セ

ンター、特殊教育センター、こころの教育相

談センターをすべて統合し、青森県総合学校

教育センターとして、ここ青森市大矢沢に設

置されたのですが、この統合により、研修講

座を始めとする様々な教育支援事業が総合的

な連携のもとに行われるようになりました。

勿論、施設もこれだけの機能を兼ね備えるも

のですから、県有施設の中でも大規模であり

ますし、研修や教育相談に必要な設備もとて

も充実しております。しかし、やはり２５年

という年月の間には、徐々にではありますが

老朽化もします。そこで、長寿命化対策事業

として、昨年度は外部改修工事を、今年度は

敷地内車路の改修工事を行いました。研修講

座や教育相談に来所された方々には、騒音な

どの御迷惑をおかけしましたが、皆様の御協

力により、事故もなく工事は完了いたしまし

た。そして、令和５年度以降は、大研修室の

設備改修や空調設備等様々な設備の長寿命化

対策を講じていく予定です。このように、当

センターは、将来に向けてより一層教職員の

皆様を支援できるよう、ハード面からも、受

講者のためのよりよい環境作りに努めている

ところです。

これからも当センターは教職員の皆様と共

に子どもたちの未来を創るために、所員の心

と力を結集して学校を支援して参ります。今

後とも何卒よろしくお願いいたします。



来年度予定されている新規講座の紹介

Ｄ３２・Ｄ３３

NetCommons

活用講座

本講座は、県立学校の先生方を対象とし、NetCommons３を活用し

た学校ページの作成方法について研修を行います。ＣＭＳ（コンテ

ンツ管理システム）を使用することにより、Ｗｅｂページの構築・

運用を複数人で行えるため、非常に効率的であり、リアルタイムな

情報発信に役立ちます。令和５年度は６月、１０月の２回講座を実

施しますので、奮ってご参加ください。

【次のような先生方にオススメ！】

〇NetCommons２からの移行予定の管理者

○新規にNetCommons３でページ運営を始めようとお考えの管理者

○学校Ｗｅｂページの担当になり操作方法に不安を抱えている方

Ｄ３２
６月２０日（火）～２１日（水）
Ｄ３３
１０月３日（火）～ ４日（水）

Ｄ３５

幼保小連携

基礎講座

午前は、幼稚園・保育所・認定こども園、小学校、特別支援学校

（幼稚部、小学部）の先生方を対象に、アプローチカリキュラムを

視点にした保育参観をします。午後は、文部科学省初等中等教育局

幼児教育課幼児教育調査官の横山真貴子氏を講師に迎え、幼保小の

架け橋プログラムの重要性を理解する講義を行います。また、幼児

期と児童期をつなぐ架け橋期のカリキュラムを意識した協議を通し

て、幼児教育と小学校教育の円滑な接続に向けた取組について研修

し、指導力の向上を目指します。

【保育参観】

学校法人 青森愛育学園 愛育幼稚園

【講師】

文部科学省初等中等教育局幼児教育課

幼児教育調査官 横山 真貴子 氏

１１月１０日（金）

掲載された新規講座を含むすべての研修講座の詳細に
ついては、3月１日付けで当センターホームページにアッ
プしておりますので、そちらも御覧ください。

青森県総合学校教育センター
イメージキャラクター

アプセくん

Ｄ２０

特別支援学校

授業力アップ講座

特別支援学校採用３年目以降の先生方を対象に、PDCAサイクルに

よる授業改善を行い、授業力アップを目指します。受講者のニーズ

に応じて、担当指導主事が実践をサポートします。

【講師】 ※前期のみ

弘前大学教育学部

准教授 天海 丈久 氏

【次のような先生方にオススメ！】

〇授業づくりで悩んでいる先生

〇普段の授業実践を実践研究としてまとめたいと考えている先生

〇研究会等での発表に向けて実践をまとめたいと考えている先生

〇中堅教諭等資質向上研修の選択講座で迷っている先生

前期：７月３１日（月）
中期：９月～１１月に１回実施
後期：１２月６日（水）



研修講座の実績

校内研修等講師派遣事業の実績

〔講義資料の一例〕
テーマ ： 授業力向上と授業改善

テーマ ： 授業におけるＩＣＴ活用

派遣数 １９３件 受講者数 約４，１００名
本事業を御活用いただき、ありがとうございました。

小学校 ５４件

中学校 ２９件

高等学校 ３９件

特別支援学校 １０件

教育機関 １４件

研究会・協議会 ４７件

授業力向上と授業改善 ７８件

授業におけるＩＣＴ活用 ３３件

不登校への対応 １７件

特別な配慮を必要とする児童生徒への支援 １３件

授業のユニバーサルデザイン化 ９件

人間関係づくり（構成的グループ・エンカウンターなど） ８件

ＳＯＳの出し方教育 ７件

派遣校種・機関別内訳 テーマ別内訳（依頼件数上位のもの）

研修の構成は適切か。 ４．８５

研修の内容は分かりやすいか。 ４．９１

実践する上で参考になったか。 ４．８８

アンケート結果（５段階評価平均値）２月１７日時点

学校サポート事業の担当者より
研修講座や校内研修終了後、「もう

少しアドバイスをいただけませんか？」と
いうお声をいただきました。本当に嬉し
かったです。教科指導等サポート事業
に切り替え、その先生とは継続して情報
交換し（オンラインによるミーティング）、
実践例を一緒に考えることができました。

●研修区分別修了者数

今年度は、１５７講座を開催しました。これらの講座に対するアンケート集計の結果、「内容は
分かりやすかったか」や「実践の参考になったか」について５段階評価の最高評価「５」と回答し
た受講者は８割おり、受講者にとって深い学びのある研修講座を提供できたと考えております。
また、教科研修の９割の講座において、ＩＣＴを活用した演習等に取り組みました。
次年度は、令和の日本型学校教育の実現及び学校における働き方改革の推進を踏まえ、ＩＣＴ等
の効果的な活用に向けた研修講座を準備しております。皆様の受講をお待ちしております。

【基本研修】
・初任者研修 ・ （小学校、中学校、高等学校、特別支援学校） 計 ８３０名
・新規採用教員研修 （養護教諭、栄養教諭・学校栄養職員、事務職員、実習講師） 計 ４４名

・経験者研修 （フォローアップ研修、中堅前期研修、中堅前期・後期研修、中堅後期研修） 計 ８２7名

【職務研修】
・職務研修Ⅰ （校長研修、教頭研修、県立学校事務長研修、教務主任研修他） 計 ３４４名
・職務研修Ⅱ （中学校進路指導担当者研修、校内研修担当者研修他） 計 １８７名

【専門研修】
・教科研修 計 ５67名
・教科外研修 計 ７８９名

今年度は、「学習指導要領改訂を踏まえた○○科の授業づくり」、
「指導と評価の一体化（観点別学習状況の評価）」、「授業におけ
るICTの効果的な活用方法」など、これからの授業づくりに欠かせ
ない内容に関する研修への派遣数が多くなりました。また、教育相
談や特別支援教育の分野では、「いじめを許さない学校づくりに必

要な視点を得たい」、「困り感のある児童生徒を支援するための具体的な方
法を学びたい」といった御要望をたくさんいただきました。実施後のアンケ
ート結果から、校内研修等の目的を概ね達成できたと感じております。
今年度と同様、来年度もオンラインによる実施が可能です。皆様からの御
要望に応えられるよう準備を進めて参りますので、積極的に御活用ください。


